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累積投資基準価額の推移 ファンドデータ
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累積投資基準価額 参考指標１ 参考指標２

※設定時を100とした指数値を使用しています。
※累積投資基準価額は信託報酬控除後の値です。信託報酬等については、後述の「ファンドの費用」をご覧

ください。
※累積投資基準価額は税引前分配金を再投資したものとして算出しています。
※参考指標１は2010年7月1日付でS&P500/Citigroup Value指数(円換算ベース)からRussell 1000 Value指数
（円換算ベース）へ変更となりました。

※参考指標２はS&P500種指数(円換算ベース)です。

ファンドのパフォーマンス（％）

※ファンドの騰落率は、税引前分配金を再投資したものとして算出した累積投資基準価額により計算しています。
※参考指標１は2010年7月1日付でS&P500/Citigroup Value指数(円換算ベース)からRussell 1000 Value指数
（円換算ベース）へ変更となりました。

※参考指標２はS&P500種指数(円換算ベース)です。

資産構成⽐率（％）＊

株式組⼊上位１０業種（％）

＊比率は対純資産総額、マザーファンドベース。構成比率（％）の数字は四捨五入の関係で合計が100にならない
場合があります。2010年10月より、銘柄毎の業種区分を変更いたしました。2011年4月より、一部業種の名称を変
更いたしました。2011年6月より、業種は原則として世界産業分類基準（GICS)による分類に変更いたしました。

株式組⼊上位１０銘柄（％）＊

1,700 円

第51期 2023年10月20日 0 円

第52期 2024年4月22日 0 円

第53期 2024年10月21日 0 円

第54期 2025年4月21日 0 円

第55期 2025年10月20日 0 円

第56期 2026年4月20日 0 円

分 配 金 累 計 額

商品名 比率

株式 95.9

その他 3.2

キャッシュ等 1.0

合計 100.0

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 5年 設定来

フ ァ ン ド 3.39 4.99 9.00 33.63 79.80 118.26 573.27 

参 考 指 標 １ 4.07 8.02 16.20 39.86 81.45 114.30 397.08 

参 考 指 標 ２ 5.33 11.99 12.98 41.73 105.10 161.26 651.01 

銘柄数：55

業種 比率 銘柄名 業種 国名 比率

1 ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾊｰﾄﾞｳｪｱおよび機器 10.0 1 WESTERN DIGITAL CORP ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾊｰﾄﾞｳｪｱおよび機器 ｱﾒﾘｶ 4.4

2 銀行 9.6 2 AMAZON.COM INC 一般消費財･ｻｰﾋﾞｽ流通･小売り ｱﾒﾘｶ 4.3

3 ﾍﾙｽｹｱ機器･ｻｰﾋﾞｽ 9.4 3 ALPHABET INC-CL C ﾒﾃﾞｨｱ･娯楽 ｱﾒﾘｶ 3.4

4 資本財 7.2 4 WELLS FARGO & COMPANY 銀行 ｱﾒﾘｶ 3.4

5 金融ｻｰﾋﾞｽ 6.3 5 CITIGROUP INC 銀行 ｱﾒﾘｶ 3.1

6 ﾒﾃﾞｨｱ･娯楽 6.0 6 BP PLC-SPONS ADR ｴﾈﾙｷﾞｰ ｲｷﾞﾘｽ 2.9

7 ｴﾈﾙｷﾞｰ 5.3 7 FEDEX CORP 運輸 ｱﾒﾘｶ 2.8

8 商業･専門ｻｰﾋﾞｽ 4.4 8 BRITISH AMERICAN TOB-SP ADR 食品･飲料･ﾀﾊﾞｺ ｲｷﾞﾘｽ 2.7

9 一般消費財･ｻｰﾋﾞｽ流通･小売り 4.3 9 META PLATFORMS INC-CLASS A ﾒﾃﾞｨｱ･娯楽 ｱﾒﾘｶ 2.6

10 公益事業 4.0 10 FIRST CITIZENS BCSHS  -CL A 銀行 ｱﾒﾘｶ 2.6

本資料は、当ファンドの理解を深めていただく為の情報提供を目的として、ブラックロック・ジャパン株式会社が作成したものです。本資料は当社が信頼できると判断したデー
タにより作成しましたが、その正確性、完全性等については当社が保証するものではありません。運用実績・データ等は作成日現在および過去のものであり今後の運用成果
を保証するものではありません。本資料に記載された市況やポートフォリオの見通し等は、作成日現在の当社の見解であり、今後の経済動向や市場環境等の変化、あるい
は金融取引手法の多様化に伴う変化に対応し、予告なく変更される可能性があります。本資料に記載された基準価額は信託報酬を控除した後の価額、分配金は課税前の
金額を使用しております。投資信託は株式・公社債等の値動きのある証券（外貨建ての場合は為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は変動します。従って元本
が保証されているものではありません。ファンドに生じた損益は全て投資家の皆様に帰属いたします。投資信託のお申込みに際しましては、必ず最新の投資信託説明書（交
付目論見書）等の内容をご確認の上お客様ご自身でご判断ください。投資信託は、預貯金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象
ではありません。また販売会社が登録金融機関の場合、投資者保護基金の対象にはなりません。

Russell 1000 Value指数とは

ラッセル・インデックスは、ラッセル・インベストメント・グ
ループが公表している指数で、その商標および知的財産
権はラッセル・インベストメント・グループに帰属します。
「ラッセル」は、ラッセル・インベストメント・グループおよび
その子会社の総称です。ラッセルはラッセル・インデック
スの利用から生じる事業活動・サービスについて一切の
責任を負いません。またこれらの情報は信頼の置ける情
報源から得たものでありますが、その確実性および完結
性を保証するものではありません。

マンスリーレポート
2026年5⽉29⽇現在

基 準 価 額 ： 58,570 円

純 資 産 総 額 ： 278.47億円

フ ァ ン ド 設 定 日 ： 1998年7月1日

ブラックロック・USベーシック・バリュー・オープン
追加型投信／海外／株式
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本資料は、当ファンドの理解を深めていただく為の情報提供を目的として、ブラックロック・ジャパン株式会社が作成したものです。本資料は当社が信頼できると判断したデー
タにより作成しましたが、その正確性、完全性等については当社が保証するものではありません。運用実績・データ等は作成日現在および過去のものであり今後の運用成果
を保証するものではありません。本資料に記載された市況やポートフォリオの見通し等は、作成日現在の当社の見解であり、今後の経済動向や市場環境等の変化、あるい
は金融取引手法の多様化に伴う変化に対応し、予告なく変更される可能性があります。本資料に記載された基準価額は信託報酬を控除した後の価額、分配金は課税前の
金額を使用しております。投資信託は株式・公社債等の値動きのある証券（外貨建ての場合は為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は変動します。従って元本
が保証されているものではありません。ファンドに生じた損益は全て投資家の皆様に帰属いたします。投資信託のお申込みに際しましては、必ず最新の投資信託説明書（交
付目論見書）等の内容をご確認の上お客様ご自身でご判断ください。投資信託は、預貯金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象
ではありません。また販売会社が登録金融機関の場合、投資者保護基金の対象にはなりません。

運⽤担当者のコメント

※ 「３．市場の見通しおよび今後の運用方針」については、本資料作成時点のものであり、今後予告なく変更されることがあります。
また将来について保証するものではありません。

1. 市場環境

5月の株式市場は、マクロ面、個別銘柄面で様々な影響を受けました。マクロ面では、米イラン交渉の一進一退が市場
参加者のリスクテイク姿勢に影響を与えました。米イラン情勢の影響による原油価格上昇がCPIに反映されると金利が
上昇し、従来市場で選好されていたAI関連銘柄の割高感が意識され売られるなど、トレンドが反転する場面もありました。
ハードウェアなどAI関連銘柄への買いが概ね継続する一方で、AIによる代替懸念で売られていたソフトウェア関連銘柄
にも見直し買いが見られました。また、決算が一巡しアナリスト評価への反応が強くなる中で、同評価が改善したことで
従来空売りされていた銘柄への見直し買いが発生し、トレンドが崩れる場面もありました。

２．運用経過

パフォーマンス要因については、ヘルスケアセクターにおける銘柄選択、生活必需品セクターにおける組
入低位および銘柄選択もプラスに寄与したほか、一般消費財・サービスセクターの、特に繊維・アパレル
サブセクターの銘柄選択がプラスに寄与しました。一方、情報技術セクターにおける、特に半導体および
半導体製造装置サブセクターの銘柄選択がマイナスに寄与したほか、金融セクターの、特に資本市場サブ
セクターの銘柄選択や、資本財・サービスの特に商業サービス・用品サブセクターの銘柄選択がマイナス
に寄与しました。
当月、市場動向と取引行動により情報技術およびヘルスケアセクターの組入比率が上昇した一方で、金融
およびエネルギーセクターの比率は減少しました。期末時点では、ヘルスケア、資本財および一般消費財
セクターが組入高位となる一方で、生活必需品、素材、エネルギー・セクターが組入低位となりました。

３．市場の見通しおよび今後の運用方針

市場は引き続き高いボラティリティに見舞われており、継続的な中東紛争、原油価格の上昇、ならびにAI
の進展に伴う構造的な混乱が主な変動要因となっています。こうした環境下、当チームは引き続きボトム
アップ・アプローチに基づき、ファンダメンタルズを重視した運用を堅持しています。年初来ではバ
リュー株がグロース株をアウトパフォームしており、両者の利益成長率が収斂しつつあるなか、今後、市
場を牽引するセクターや銘柄が転換する可能性があると見ています。この動きは、AIを巡る不確実性が高
まる中で、陳腐化リスクが相対的に低く、資本集約的な企業への投資家選好が強まっていることを反映し
ています。バリュー志向の当運用戦略は、健全なバランスシート、持続性の高いキャッシュフロー、魅力
的なバリュエーションを備えた企業に焦点を当てており、ポートフォリオに安定性をもたらすことを目的
としています。当チームは、この規律あるアプローチが不確実性の高い局面においてポートフォリオを下
支えすると確信しています。
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委託会社

ブラックロック・ジャパン株式会社

金融商品取引業者　関東財務局長(金商)　第３７５号

一般社団法人資産運用業協会会員/日本証券業協会会員/一般社団法人第二種金融商品取引業協会会員

投資信託説明書（交付目論⾒書）のお問い合わせ、ご請求

販売会社にご請求ください。

※以下の表は原則基準日時点で委託会社が知りうる限りの情報を基に作成したものですが、その正確性、完全性を保証するものではありません。

金融商品取引業者名 登録番号
日本証券業

協会

一般社団法
人資産運用

業協会

一般社団法
人金融先物
取引業協会

一般社団法
人第二種金
融商品取引

業協会

一般社団法
人日本STO

協会

株式会社SBI証券
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第44号

○ ○ ○ ○

PWM日本証券株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第50号

○ ○

岡三証券株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第53号

○ ○ ○ ○

三菱UFJ eスマート証券株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第61号

○ ○ ○ ○ ○

野村證券株式会社 *
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第142号

○ ○ ○ ○ ○

松井証券株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第164号

○ ○

マネックス証券株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第165号

○ ○ ○ ○ ○

楽天証券株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第195号

○ ○ ○ ○ ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社
（一般取扱）

金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第2251号

○ ○ ○ ○ ○

三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第2336号

○ ○ ○ ○ ○

株式会社スマートプラス
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第3031号

○ ○ ○

UBS SuMi TRUSTウェルス・マネジメント株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第3233号

○ ○ ○

アイザワ証券株式会社
金融商品取引
業者

関東財務局長（金
商）第3283号

○ ○ ○

東海東京証券株式会社
金融商品取引
業者

東海財務局長（金
商）第140号

○ ○ ○ ○ ○

中銀証券株式会社
金融商品取引
業者

中国財務局長（金
商）第6号

○ ○

株式会社三菱UFJ銀行
（委託金融商品取引業者三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券株式会社）（オンライントレードのみ）

登録金融機関
関東財務局長（登
金）第5号

○ ○ ○

株式会社三菱UFJ銀行
（インターネット専用）

登録金融機関
関東財務局長（登
金）第5号

○ ○ ○

株式会社SBI新生銀行
（委託金融商品取引業者　株式会社SBI証券および
マネックス証券株式会社）

登録金融機関
関東財務局長（登
金）第10号

○ ○

三菱UFJ信託銀行株式会社 登録金融機関
関東財務局長（登
金）第33号

○ ○ ○ ○

ソニー銀行株式会社 登録金融機関
関東財務局長（登
金）第578号

○ ○ ○ ○

株式会社イオン銀行
（委託金融商品取引業者　マネックス証券株式会社）

登録金融機関
関東財務局長（登
金）第633号

○

*印の販売会社では、新規お申込みを受付けておりません。

(0823-202605)
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ブラックロック・USベーシック・バリュー・オープン

当ファンドはUSベーシック・バリュー・オープン・マザーファンドをマザーファンドとするファミリーファンド
方式で運用します。

■ 株式への実質投資割合には制限はありません。
■ 外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。

ファンドの仕組み

ブラックロック・
USベーシック・
バリュー・オープン

投資者

購入・換金
お申込み

分配金
換金代金
償還金

株式等
投資

損益

投資

損益

ファンドの目的

ファンドの特色

運用プロセスファンドの目的・特色

ＵＳベーシック・バリュー・オープン・マザーファンド受益証券への投資を通じて、主に米国
株式を投資対象として、過小評価されている株式に投資し、値上がり益およびインカム
収益を追求します。

1
「証券市場は全体的に見て非効率＊な面があるため、証券価格は市場環境が良好なときに
過度に上昇し、逆に市場環境が悪化したときに過度に低下する傾向を持つ」という認識の
もとに投資判断を行います。
＊市場の非効率性とは、市場において利用可能な情報の全てに関し適正な分析が行われているとは限らず、証券価格が非効率的に
形成される場合がある、という考え方です。

2 主として、株価が過小評価されていて、基本的な価値（ベーシック・バリュー）から乖離して
いると考えられる米国の株式に投資します。

3 米国ドルベースでの投資収益を最大化することを目的として運用し、原則として為替
ヘッジは行いません。

4
当ファンドは、株式等（短期金融商品を含みます。）にかかる運用指図に関する権限を、
ブラックロック・インベストメント・マネジメント・エル・エル・シー（投資顧問会社、所在地：米国
ニュージャージー州）に委託します。

分配方針

主な投資制限

投資アプローチ

運用チームの考える投資サイクル（イメージ図）

①主として過去の水準から見て株価が相対的に過小評価されていると判断される株式に投資を行います。
②原則として、組入れた株式が、基本的な投資価値を有していると判断する限り保有しつづけます。
③投資している株式が適正株価に戻ったか、あるいは適正株価を上回ったと判断したときには、基本的に売却します。

バリュー実現期 バリュー達成期

バ
リ
ュ
ー
の
レ
ベ
ル

投資期間

■適正価値に到達
■ベーシック・バリュー投資対象
　から除外
■株式市場に投資対象企業が過大
　評価され始める

■業績回復・成長
■市場の期待が高まり出す
■相対パフォーマンスの改善
■バリュエーション＊が目標水準に
　接近

割高

割安

※上記の図は、当ファンドの投資アプローチについての考え方を説明するものであり、当ファンドが投資対象とする銘柄が実際にこのような
特徴を示すことを保証するものではありません。

バリュー発生期

■低バリュエ－ション＊
■株式市場の平均を下回る株価推移
■株式市場に投資対象企業が過小
　評価されている
■ベーシック・バリュー投資対象

運
用
チ
ー
ム
に

よ
る
投
資
判
断

バリュー発生期
ファンダメンタルズが堅調、
または回復が見込まれてい
るものの市場に過小評価さ
れている銘柄を購入

バリュー実現期

銘柄の保有を継続

バリュー達成期

保有銘柄については売却を
検討
投資対象から除外

＊バリュエーション：企業の収益、純資産、キャッシュフロー等に照らして見た株価の尺度。

※ 資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。
※ ファンドの運用プロセス等は、変更となる場合があります。

■ 主に米国株式市場に上場している代表的な米国株式指数の構成銘柄で時価総額ベース上位500銘柄
程度を投資ユニバースとします。

■ 株価収益率（PER）、株価純資産倍率（PBR）、株価キャッシュフロー倍率（PCFR）、配当利回り、株価
利益倍率（株価／1株当たり利益）などの株価指標（バリュエーション＊1）によりスクリーニングを行い、
投資ユニバースを作成します。

■ 投資ユニバースを対象に、ボトムアップ・アプローチ＊2によるファンダメンタル分析および定量分析に
より継続的な調査を行います。

■ 銘柄選択に当たっては、上記の株価指標等から見て過小評価されていると判断される銘柄、
および一時的に過小評価されているもののその状態から回復する見込みがあると判断される銘柄
等に投資を行います。

■ 約60～120銘柄程度でポートフォリオを構築します。
■ 株価がターゲットに達した場合やファンダメンタルズが変化した場合等には、保有銘柄の売却を検討
します。

＊1 バリュエーション ： 企業の収益、純資産、キャッシュフロー等に照らして見た株価の尺度。
＊2 ボトムアップ・アプローチ ： 個別企業の調査をもとに、個別銘柄を分析する手法。

■時価総額ベース上位
500銘柄程度

■代表的な米国株式
指数の構成銘柄
■バリュエーションに
よるスクリーニング

投資ユニバース作成

■ポートフォリオに
おける各リスク要因
の分散化

ポートフォリオ構築

■約60～120銘柄

USベーシック・バリュー・
オープン・マザーファンド

■企業の収益成長性および原動力
■業界における位置（ポジショニング）
■経営陣の質と株主政策
■株価上昇となるきっかけ
■定量評価（バリュエーション）

ファンダメンタル分析

《ベビーファンド》 《マザーファンド》

最適化

年2回の毎決算時（原則として4月20日、10月20日。休業日の場合は翌営業日。）に、原則として以下の
方針に基づき、分配を行います。
■分配対象額の範囲は、繰越分を含めた利子・配当収入と売買損益（評価損益も含みます。）等の全額と
することができます。

■分配金額は委託会社が基準価額水準・市況動向、残存信託期間等を勘案して決定します。
■留保益の運用については特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を
行います。

※ 基準価額水準、市況動向等によっては分配を行わないことがあります。将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものでは
ありません。

USベーシック・
バリュー・オープン・
マザーファンド
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委託会社ではリスク管理を重視しており、独自開発のシステムを用いてリスク管理を行っております。
具体的には、運用担当部門から独立したリスク管理担当部門においてファンドの投資リスクおよび
流動性リスクの計測・分析、投資・流動性制限のモニタリングなどを行うことにより、ファンドの投資
リスク（流動性リスクを含む）が運用方針に合致していることを確認し、その結果を運用担当部門に
フィードバックするほか、社内の関係者で共有しております。また、委託会社の業務に関するリスクに
ついて社内規程を定めて管理を行っております。

投資リスク

基準価額の変動要因

リスクの管理体制

その他の留意点
◆当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用は
ありません。

◆流動性リスクに関する事項
当ファンドが保有する資産の市場環境等の状況により、保有有価証券の流動性が低下し、投資者からの
換金請求に制約がかかる等のリスク（流動性リスク）があります。当ファンドにおいて流動性リスクが
顕在化すると考えられる状況は以下の通りです。
•経済全体または個別企業の業績の影響により、株価変動が大きくなるまたは取引量が著しく少なく
なる等、株式市場動向が不安定になった場合
※金融商品取引所等における取引の停止時、決済機能の停止時または大口の換金請求については、換金
請求に制限がかかる場合があります。

◆収益分配金に関する留意点
•分配金は、預貯金の利息とは異なりファンドの純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その
金額相当分、基準価額は下がります。
•分配金は、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて
支払われる場合があります。計算期間中に運用収益があった場合においても、当該運用収益を超えて分配を
行った場合、当期決算日の基準価額は前期決算日の基準価額と比べて下落することになります。したがって、
分配金の水準は必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。
•投資者の個別元本の状況によっては、分配金の一部または全部が、実質的に元本の一部払戻しに相当する
場合があります。個別元本とは、追加型投資信託を保有する投資者毎の取得元本のことで、投資者毎に
異なります。

ファンドの基準価額は、組入れられている有価証券の値動きの他、為替変動による影響を
受けます。これらの信託財産の運用により生じた損益はすべて投資者の皆様に帰属します。した
がって、当ファンドは元金および元金からの収益の確保が保証されているものではなく、基準
価額の下落により投資者は損失を被り、元金を割り込むことがあります。また、投資信託は
預貯金と異なります。当ファンドにかかる主なリスクは以下の通りです。
■ 株価変動リスク
当ファンドおよびマザーファンドは、主に米国に本拠を置く企業の普通株式および米国株式市場に上場
しているその他海外株式を投資対象とします。また、当ファンドおよびマザーファンドは米国以外の
地域へも投資を行うことができます。したがって、米国を中心とした世界の経済および市場動向
または組入株式の発行会社の経営・財務状況に応じて組入株式の株価および配当金が変動し、
当ファンドの運用成果に影響を与えます。

■ 為替変動リスク
当ファンドおよびマザーファンドの基準価額は、円建てで表示されます。一方、当ファンドおよびマザー
ファンドは主として外貨建資産に投資します。原則として、外貨建資産に対して円に対する為替ヘッジは
行いません。したがって、為替レートの変動が当ファンドの運用成果に影響を与えます。

■ 中小型株式投資のリスク
当ファンドおよびマザーファンドは、株式市場全体の平均に比べ株式時価総額の小さな企業の株式
にも投資することができます。これらの企業の株式への投資は、株式市場全体の平均に比べて結果
としてより大きな値上がりもしくは値下がりとなる可能性があります。これは比較的規模の小さい
企業は大規模の企業に比べ収益の変動が大きくなる傾向があることに加え、株式市場における需給
関係の変動の影響を受けやすいためです。

■ デリバティブ取引のリスク
当ファンドおよびマザーファンドは、先物・オプション取引などのデリバティブ取引を用いることができ
ます。このような投資手法は現物資産への投資に代わって運用の効率を高めるため、または証券価格、
市場金利、為替等の変動による影響から当ファンドおよびマザーファンドを守るために用いられます。
デリバティブ取引を用いた結果、コストとリスクが伴い、当ファンドの運用成果に影響を与えます。また、
デリバティブ取引は必ず用いられるわけでなく、用いられたとしても本来の目的を達成できる保証は
ありません。

ブラックロック・USベーシック・バリュー・オープン
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委託会社ではリスク管理を重視しており、独自開発のシステムを用いてリスク管理を行っております。
具体的には、運用担当部門から独立したリスク管理担当部門においてファンドの投資リスクおよび
流動性リスクの計測・分析、投資・流動性制限のモニタリングなどを行うことにより、ファンドの投資
リスク（流動性リスクを含む）が運用方針に合致していることを確認し、その結果を運用担当部門に
フィードバックするほか、社内の関係者で共有しております。また、委託会社の業務に関するリスクに
ついて社内規程を定めて管理を行っております。

投資リスク

基準価額の変動要因

リスクの管理体制

その他の留意点
◆当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用は
ありません。

◆流動性リスクに関する事項
当ファンドが保有する資産の市場環境等の状況により、保有有価証券の流動性が低下し、投資者からの
換金請求に制約がかかる等のリスク（流動性リスク）があります。当ファンドにおいて流動性リスクが
顕在化すると考えられる状況は以下の通りです。
•経済全体または個別企業の業績の影響により、株価変動が大きくなるまたは取引量が著しく少なく
なる等、株式市場動向が不安定になった場合
※金融商品取引所等における取引の停止時、決済機能の停止時または大口の換金請求については、換金
請求に制限がかかる場合があります。

◆収益分配金に関する留意点
•分配金は、預貯金の利息とは異なりファンドの純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その
金額相当分、基準価額は下がります。
•分配金は、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて
支払われる場合があります。計算期間中に運用収益があった場合においても、当該運用収益を超えて分配を
行った場合、当期決算日の基準価額は前期決算日の基準価額と比べて下落することになります。したがって、
分配金の水準は必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。
•投資者の個別元本の状況によっては、分配金の一部または全部が、実質的に元本の一部払戻しに相当する
場合があります。個別元本とは、追加型投資信託を保有する投資者毎の取得元本のことで、投資者毎に
異なります。

ファンドの基準価額は、組入れられている有価証券の値動きの他、為替変動による影響を
受けます。これらの信託財産の運用により生じた損益はすべて投資者の皆様に帰属します。した
がって、当ファンドは元金および元金からの収益の確保が保証されているものではなく、基準
価額の下落により投資者は損失を被り、元金を割り込むことがあります。また、投資信託は
預貯金と異なります。当ファンドにかかる主なリスクは以下の通りです。
■ 株価変動リスク
当ファンドおよびマザーファンドは、主に米国に本拠を置く企業の普通株式および米国株式市場に上場
しているその他海外株式を投資対象とします。また、当ファンドおよびマザーファンドは米国以外の
地域へも投資を行うことができます。したがって、米国を中心とした世界の経済および市場動向
または組入株式の発行会社の経営・財務状況に応じて組入株式の株価および配当金が変動し、
当ファンドの運用成果に影響を与えます。

■ 為替変動リスク
当ファンドおよびマザーファンドの基準価額は、円建てで表示されます。一方、当ファンドおよびマザー
ファンドは主として外貨建資産に投資します。原則として、外貨建資産に対して円に対する為替ヘッジは
行いません。したがって、為替レートの変動が当ファンドの運用成果に影響を与えます。

■ 中小型株式投資のリスク
当ファンドおよびマザーファンドは、株式市場全体の平均に比べ株式時価総額の小さな企業の株式
にも投資することができます。これらの企業の株式への投資は、株式市場全体の平均に比べて結果
としてより大きな値上がりもしくは値下がりとなる可能性があります。これは比較的規模の小さい
企業は大規模の企業に比べ収益の変動が大きくなる傾向があることに加え、株式市場における需給
関係の変動の影響を受けやすいためです。

■ デリバティブ取引のリスク
当ファンドおよびマザーファンドは、先物・オプション取引などのデリバティブ取引を用いることができ
ます。このような投資手法は現物資産への投資に代わって運用の効率を高めるため、または証券価格、
市場金利、為替等の変動による影響から当ファンドおよびマザーファンドを守るために用いられます。
デリバティブ取引を用いた結果、コストとリスクが伴い、当ファンドの運用成果に影響を与えます。また、
デリバティブ取引は必ず用いられるわけでなく、用いられたとしても本来の目的を達成できる保証は
ありません。
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購入単位

購入価額

購入代金

換金単位

換金価額

換金代金

申込締切時間

換金制限

購入・換金申込
受付不可日

購入・換金申込
受付の中止および取消し

信託期間

繰上償還

決算日

収益分配

信託金の限度額

公告

運用報告書

課税関係

分配金の受取方法により、一般コースと累積投資コースの2つのコースがあります。
一般コース：1万円以上1円単位または1万口以上1口単位
累積投資コース：1万円以上1円単位または10万円以上1円単位
販売会社によって上記と異なる購入単位を別に定める場合があります。また、取扱い
コースは販売会社によって異なります。詳細は販売会社にお問い合わせください。

購入受付日の翌営業日の基準価額

販売会社が定める期日までにお支払いください。

1口以上1口単位または1円以上1円単位
なお、販売会社によって上記と異なる換金単位を別に定める場合があります。詳細は
販売会社にお問い合わせください。

換金受付日の翌営業日の基準価額

換金代金は原則として、換金受付日から起算して5営業日目から販売会社において
お支払いします。

原則として、午後3時30分までに受付けたものを当日のお申込みとします。ただし、
受付時間は販売会社によって異なることがあります。詳細は販売会社にお問い合わせ
ください。

大口の換金の申込には制限があります。詳細は販売会社にお問い合わせください。

ニューヨーク証券取引所の休場日に該当する場合には、販売会社の営業日であっても
購入・換金は受付けません。

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止その他
やむを得ない事情があるときは、購入・換金の受付を中止・取消しする場合があります。

無期限（設定日：1998年7月1日）

当ファンドは換金により受益権の口数が10億口を下回ることとなった場合、または
投資者のため有利と認められる場合、その他やむを得ない事情が発生したとき等
には、信託期間の途中でも信託を終了（繰上償還）させる場合があります。

4月20日および10月20日（ただし休業日の場合は翌営業日）

毎決算時に収益分配方針に基づき分配します。ただし、委託会社の判断により分配を
行わない場合もあります。
累積投資コースを選択された場合の収益分配金は、税引き後自動的に無手数料で
再投資されます。

信託金の限度額は、5兆円とします。

投資者に対してする公告は日本経済新聞に掲載します。

毎決算時および償還時に、委託会社が期間中の運用経過のほか信託財産の内容、
有価証券売買状況などを記載した「交付運用報告書」を作成し、ご購入いただいた
販売会社からあらかじめお申し出いただいた方法にて知れている受益者にお届け
いたします。

課税上は株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合にNISA（少額投資非課税
制度）の適用対象となります。当ファンドは、NISAの対象ではありません。
配当控除または益金不算入制度の適用はありません。

手続・手数料等
お申込みメモ
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ブラックロック・USベーシック・バリュー・オープン

※当該手数料および費用等の合計額については、ファンドの保有期間等に応じて異なりますので表示することができません。
※購入時手数料、運用管理費用（信託報酬）およびその他の費用・手数料は、消費税および地方消費税に相当する金額を含みます。

購入時手数料

信託財産留保額

投資者が直接的に負担する費用 （各費用の詳細）

運用管理費用
（信託報酬）

投資者が信託財産で間接的に負担する費用
ファンドの純資産総額に対して年1.771%（税抜1.61%）
以内の率を乗じて得た額
※運用管理費用（信託報酬）は、日々計上され、毎計算期末または信託
終了のときファンドから支払われます。
※委託会社の報酬には、投資顧問会社への報酬額が含まれます。

ありません。 ―

購入受付日の翌営業日の基準価額に3.30%（税抜3.00%）
を上限として、販売会社が独自に定める率を乗じて得た額。
詳細は販売会社にお問い合わせください。

購入時の商品説明、販売に関する
事務手続き等の対価

運用管理費用（信託報酬）＝運用
期間中の基準価額×信託報酬率

その他の費用・
手数料

ファンドの諸経費、売買委託手数料、外貨建資産の保管
費用等について、その都度、ファンドから支払われます。
※その他の費用・手数料については、運用状況等により変動するもので
あり、事前に料率、上限額等を示すことができません。

•ファンドの諸経費： 信託財産に
関する租税、信託事務の処理に
要する諸費用、受託会社の立
替えた立替金の利息等

•売買委託手数料： 組入有価証券
の売買の際に発生する手数料

•外貨建資産の保管費用： 海外に
おける保管銀行等に支払う有価
証券の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

ファンドの運用、基準価額の計算、
運用報告書等各種書類の作成等
の対価

（委託会社）

（販売会社）

（受託会社）

年0.858%（税抜0.78%）

年0.825%（税抜0.75%）

年0.088%（税抜0.08%）
以内

運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理、購入
後の情報提供等の対価

運用財産の管理、委託会社からの
指図の実行等の対価

（各費用の詳細）

運用管理費用
の配分

ファンドの費用
■ファンドの費用

8/8
BNM0626U-5571088-17563509


	9810_work
	0823_販社一覧_202605
	0823_USベーシック_260117



